






要約 

未熟児網膜症における水晶体後部線維増殖および網膜襞と類似の病変を作出するため幼若

ビーグル犬を用いて酸素誘導網膜症の実験を行った。人工飼育されている生後 3日の幼若

ビーグル犬に 95～100%酸素を 4 日間投与した。酸素投与後は大気中で飼育し開瞼後,眼底

を経時的に検査し摘出した眼球を光学顕微鏡的,電子顕微鏡的に観察した。その結果,網膜

血管の著明な増殖性変化とともに視神経乳頭部よりの血管新生が認められたがこれ等の病

変は時間の経過とともに軽快し,水晶体後部線維増殖や網膜襞の形成は認められなかった。

形態学的検査においても硝子体の中に線維の増殖を認めなかった。 


